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さ よ う

川
がわ

等の浸水被害対策に着手！

～河川災害復旧助成事業（助成事業）・河川災害復旧等関連

緊急事業（復緊事業）を採択～

平成 21年 8月の台風第９号により甚大な被害が発生した千種川水系において、

助成事業・復緊事業を採択しました。今年から５年間で兵庫県が事業を実施し、

床上浸水被害の概ね解消を図ることとなります。

（参考）

■ 助成事業の概要【千種
ち く さ

川
がわ

、佐用
さ よ う

川
がわ

、大日
お お び

山川
やまがわ

、庵
いおり

川
がわ

】

台風第９号出水により被災した河川について、河川断面の拡幅、堤防の嵩

上げ、護岸等の改良復旧を実施し、床上浸水被害の概ねの解消を図るもので

す。

● 事業主体 兵庫県

● 事業区間 合計 ３８．６４ｋｍ

千種川 １０．９７ｋｍ

佐用川 １７．９１ｋｍ

大日山川 ２．７６ｋｍ

庵川 ７．００ｋｍ

● 事業内容 河道掘削、築堤、護岸、橋梁、井堰等

● 事業期間 平成２１年度～平成２５年度の５ヶ年間

● 採択事業費 約３００億円

■ 復緊事業の概要【千種
ち く さ

川
がわ

】

上流で実施される助成事業により流量が増加するため、助成事業区間より

下流の流下能力が不足している千種川において、河川断面の拡幅、堤防の嵩

上げ、護岸等の施工を行い、助成事業区間との河川整備バランスを確保する

とともに、当該事業区間での床上浸水被害の解消を図るものです。



● 事 業 主 体 兵庫県

● 事 業 区 間 千種川 １０．００ｋｍ

● 事 業 内 容 河道掘削、築堤、護岸、橋梁、井堰等

● 事 業 期 間 平成２１年度～平成２５年度の５ヶ年間

● 採択事業費 １３８億円



台風9号 気象概要

日本の南海上にある熱帯低気圧（後に台風９号）から暖かく湿った空気が、紀伊水道から近畿地方に流れ込み、兵庫県では非常
に激しい降雨となった 8月9日の降り始めからの総雨量は 10日13時までで 佐用雨量観測所（佐用郡佐用町円応寺）で347mmに激しい降雨となった。8月9日の降り始めからの総雨量は、10日13時までで、佐用雨量観測所（佐用郡佐用町円応寺）で347mm
、を記録。佐用川からの溢水により佐用町役場が浸水するなど、佐用町内で大きな被害が発生した。
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千種川 

台風9号による被害状況

洪水が路面を乗り越え道路高欄
に草木やゴミが付着
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千種川

河川災害復旧助成事業 及び 河川災害復旧等関連緊急事業の概要

浸水被害の解消、軽減のため、平成２５年度の完成を目指し、

位置図
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【河川災害復旧助成事業】
目標とする整備流量

浸水被害の解消、軽減のため、平成 年度の完成を目指し、
築堤・河道掘削・護岸・橋梁改築等を実施する。千種川
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平成21年浸水区域 上下流の整備バランスに配慮した計画
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＜A-A：河川災害復旧等関連緊急事業区間＞ ＜B-B：河川災害助成事業区間＞
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